
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

― 士、三日会わざれば刮目して相待すべし ― 

「士たるもの、別れて三日もすれば大いに成長しているものであって、また次に会う時は目をこすって違う目でみなければなりませんよ」

という意味。この慣用句も、三日間というわずかな時間でも人間は変わることができるということを言っているのですが、ここから、みな

さんには３つの大切な事をわかってもらいたいのです。 

 １つ目は、変わるための「きっかけ」が必要であるということ。 

 ２つ目は、変わるためには努力が必要であるということ。つまり、人は自分の考え方や行いを「変える」ことで、 

変わっていくのです。 

３つ目は、自分のためを思って、応援してくれる人の言葉を「素直」に受け入れること。 

そんな自分を変えるなら今です！君も一緒に成長しませんか？ 


